
  

 

 ６月は、旧暦で「水無月（みなづき）」と呼ばれますが、水無月の由来を調べてみると様々

な説があるようで、文字どおり、梅雨が明けて水が涸れてなくなる月

であるとする解釈や、逆に、田植えが終わり、苗の成長のために、田

んぼに水を張る必要のある月「水張月（みずはりづき）」、「水月（み

なづき）」であるとする説もあり、他にも、田植えという大仕事を終

えた月「皆仕尽（みなしつき）」や「水の月」であるとする説なども

あるようです。いずれにしても、暦は農事と

密接に関係しているものと考えられること

から、稲作文化のある日本では、旧暦の名称も農事、特に耕作から収

穫までの稲作の流れと強く結びついていたとする説は、すんなりと理

解できるような気がしています。６月に入り、学習田や学習農園等を

設けている学校等では、田植え体験なども計画されているのではと思

われますが、水や太陽の陽射しなど、大自然の恵みをいっぱいに受けて育つ苗のように、児童・

生徒のみなさんも、みずみずしく、いきいきと、健やかに、そしてたくましく成長してほしい

ものです。今月号では、５月の連休中に実施した、「熊本地震復興支援キャンペーン」の様子

や「交通局モニター募集」のお知らせなどをお伝えします。 

『『鹿鹿児児島島市市交交通通局局モモニニタターー』』をを募募集集ししまますす!!!! 

交通局では、「交通局モニター」を募集します。 

希望される方は、下記の内容をご確認のうえお申し込みください。 

 １．内容：市電・市バスの乗客サービスなどに関するモニター通信や意見交換会への参加 

 ２．対象：鹿児島市内にお住まいの市電か市バスを利用されている 20歳以上の人 

      （過去5年以内に交通局モニターを経験した人や本市の他のモニターを除きます。） 

 ３．募集人員：15 人（超えたら選考） 

 ４．任期：平成 29 年 8月から 1年間 

 ５．活動費用 

   5,000 円分の ICカード乗車券（ラピカ）及び一日乗車券 1枚を支給します。 

   なお、別途、モニター会議出席 1回当たり 2,000 円を支給します。（モニター会議は年 3

回開催） 

 ６．申込み方法 

   はがき、ファックス、Ｅメールのいずれかで、住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番

号、応募の動機をご記入のうえ、平成 29 年 6 月 30 日（金）（当日消印有効）までに、

総合企画課に送付してください。 

   【はがき】 〒890-0055 鹿児島市上荒田町 37-20 鹿児島市交通局 総合企画課 

   【ＦＡＸ】 ０９９－２５８－６７４１ 

   【Ｅメール】ktkikaku@city.kagoshima.lg.jp 
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『『熊熊本本地地震震復復興興支支援援感感謝謝キキャャンンペペーーンン』』（（55//33～～55//55））

にに参参画画ししままししたた!!!! 

 昨年 4月に発生した熊本地震から 1年を迎えたことを契機に、全

国から寄せられた熊本地震の被災地への復興支援に対し、九州観光

推進機構や自治体及び観光産業関係者等が連携し、九州を挙げて感

謝の気持ちを届けるキャンペーンに参画しました。 

 例年、5 月の連休中に鹿児島中央駅前電停周辺で行なっている、

交通局オリジナルグッズや一日乗車券等の出張販売において、従来

の商品等はもとより、阿蘇の火山灰を使用して作製した「くまもん」

商品の販売や本年３月にリニューアルした貸切専用電車「カフェト

ラム（605 号）」の特別運行を行うなど、本市への観光をはじめとするお客様を感謝の意を込め

てもてなし、楽しい時間を過ごしていただきました。 

 

  

○交通局グッズと「くまもん」商品 ○商品等販売の様子 

 

  

○カフェトラム特別運行の様子（車内） ○カフェトラム特別運行の様子（車外） 

 

 

【交通局総合企画課営業係 ☎257-2102】交通局ＨＰ:  http://www.kotsu-city-kagoshima.jp/                       
交通局公式 Facebook： https://www.facebook.com/kotsu.city.kagoshima 


